
　10 月の報告者は、関西を拠点に、映像・
WEB 制作等クリエイティブ事業、報道ニュー
ス制作事業、タレント事業を手掛けている
シードグループ（株式会社セイ、株式会社
シードアシストの２社）の片山さんです。
　大学卒業後にニューヨークで映像制作に
携わっていましが、お父様が経営する会社
に何か恩返しをしたいと思い、１２年の海外
生活にピリオドを打ち、日本に帰国。しかし、
会社に戻ってきた翌年にリーマンショックが
発生…。その時に、会社がお世話になって
きた社会、関西の不景気をなんとか活性化
させたいという気持ちが強くなり、「コミュニ
ケーションを通じて関西地域を活性化させた

い」との想いが経営者としての第一歩と
なります。
　組織改革、IT 化、中期経営計画
の作成など、色々と実践するも、劇
的な業績向上にはつながらず、悩ん
で悩みぬいた先に、思いついたのは人
事評価制度を構築し、社員とのコミュ
ニーケーション量を増やすことでした。
　社内でのコミュニケーションに悩んで
いる方、組織作りに悩んでいる方、ぜひ
片山さんの報告を聞きにきてくださ
い。きっと明日からの経営の
ヒントになるはずです。


